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233　　　 末梢血採血 に よ る ア ン ド ロ ゲ ン レ セ プ

タ
ーmRNA の 解析 に っ い て の 検討

234　 　 　 ヒ ト子宮 内膜 闖質組織 の プ ロ ゲ ス テ ロ

ン 依存性 M −CSF （macrophage 　colony −stimula −

ting　 factor）産生能に っ い て
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〔目的〕 こ れ まで 、 ア ン ド ロ ゲ ン 受容体 （AR ）異

常症 におい て、ア ン ド ロ ゲ ン レ セ ブ タ
ー遺伝子の

一次構造の 解析は エ ク ソ ン ご との ゲ ノ ム DNA の 遺

伝子増幅に よ りな さ れ て きた が 、 今回我々 は 、 末

梢血採血 に よ り ARmRNA につ い て の 構造解析が

可 能 で あ る か ど うか を RT −PCR （Reverse

Transcription −Polymerase 　 Chain 　 Reaction ）

法を用 い て 検討 した 。

〔方法〕ヒ ト末梢血 5m1 よ り得 られた 白血球 よ り

Guanidium −CsCl法で total　 RNA を調製 した 。
　 total

RNA か ら逆転写酵素を用い て 一本鎖 cDNA を合成

した後 、
こ れ を鋳型 と して PCR を行い 遺伝子増幅

した 。 PCR は 、
ヒ トARcDNA の エ ク ソ ン F、　 G、

H に 対応 した 458bp を規定す る プ ラ イ マ ーを用 い

て 行 っ た 。 得 られた増幅遺 伝子を電気泳動 に よ り

精製 し、 増幅遺伝子 の 存在を サザ ン プ ロ ッ ト法 に

よ っ て検討するとと もに 、 Taq 　DNA 　Polymerase

を用い た Dideoxy 法に よる直接塩基配列決定法 に

よ り、増幅遺伝子の 塩基配列を決定 した 。

〔成績〕RT −PCR 法に よ り、 458bp の 増幅遺伝子が

得 られ た 。
サ ザ ン プ ロ ッ ト法およ び直接塩基配列

決定法に よ りこ の増幅遣伝子が ヒ トARcDNA の 一

部に相当する こ とが確認された と同時に 、 ARmRNA

の 塩 基配列 の 解析が可能で ある こ とが明 らか に な

っ た 。

〔結論〕ヒ ト末梢血 白血球に ARmRNA が存在 して

い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ れ は 末梢血採血 に

よ り ARmRNA に つ い て の 構造解析が可能で あ る

こ とを示す もの で あ り、
ア ン ドロ ゲ ン 受容体異常

症 の AR 遺伝子の解析に きわ め て有用で あ ると考え

られ る 。

【目的lM −CSF は単球 ，
マ ク ロ フ ァ

ージ系細胞の

増殖，分化 に 必 須 の 造血 因 子 で あ る が，近年 マ ウ

ス に お い て そ の mRNA が 妊娠子宮内膜上 皮に局在

し，そ の 受容体が 絨毛膜 に 認 め られ る ζと な どか

ら胎盤 の 形成，機能調 節 に も関与 す る こ と が 示唆

され て い る 。
ヒ トに お い て も妊娠後 の 子 宮内膜

（脱落膜）に お け る M −CSF 　mRNA の 存在が報告 さ

れ て い る。今回我 々 は ヒ ト子宮 内膜 の 細胞培養 系

を用 い て ， 非妊 時子宮内膜間質組織 の M −CSF 産

生能 お よび こ れ に 対す る卵巣 ス テ ロ イ ドホ ル モ ン

の 影 響を検討 した 。 　【方法】性成熟期婦人の手術

時 に 得 られ た 子宮内膜組織よ り酵素処理後比重遠

心 法に て 9D％ 以 上 の 純度 で 間質細胞分画を分離 し

た 。 こ れを プ ロ ゲ ス テ ロ ン （P），エ ス トロ ゲ ン （E）

存在下お よ び非存在下で 培養 し， そ の 上清中の

M −CSF を ELISA で 測定 し た 。 さ
「
ら に 上 清中M −

CSF の 生物活性 を確認 す る た め，上 清添加 に よ る

マ ウ ス 骨髄細胞 の コ ロ ニ
ー形成実験及び抗 M −CSF

抗体を用 い た 中和実験を行な っ た 。　【成續】 ヒ ト

子宮内膜間質細胞分画の 培養上 清中に は M −CSF

が 検出 さ れ ， P 添加群で 著 明 に産生 量 が 多 く，　 P

濃度 依存性 が 認 め られ た 。

一方， E 添加群 で は対

照 群と 差 は 見 ら れ な か っ た 。 こ の 間質細胞分画 の

上 清 は マ ウ ス 骨髄細胞 の コ ロ ニ
ー

形成能を示 し，

そ の コ ロ ニ
ー

形成は抗M −CSF 抗体 の 添加 に よ り阻

止 さ れ た 。 【結論 】非妊時 ヒ ト子宮内膜 間質組 織

が P 依存性 に M −CSF を産生す る こ とが 初 め て 明 ら

か と な り，M −CSF を介し た 子宮内膜機能 の 調 節機

構が 存在 して い る こ とが示唆 さ れ た 。
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